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こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て

盛
り
上
が
り
、
多
く
の
人
を
巻
き

込
む
運
動
（
ま
ち
づ
く
り
）
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

◉
未
来
塾
の
概
要

　
市
民
と
職
員
で
組
織
し
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
の
と
お
り
、
今
年
の

９
月
か
ら
１
年
半
程
度
の
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
24
年
度
は
３

時
間
程
度
の
会
合
を
４
～
５
回
、

25
年
度
は
５
～
６
回
、
さ
ら
に
５

つ
の
地
域
全
部
が
参
加
し
た
意
見

交
換
も
年
１
回
計
画
し
て
い
ま

す
。
交
通
費
や
報
酬
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◉
未
来
塾
へ
の
参
加
申
込

　
８
月
に
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
経
営
管
理
部　
地
域
振
興
課
】

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、全
国
各
地
で
“
地
域
の
力
”

の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
か
つ
て
は
ご
く
当
た
り
前
に
行
わ

れ
て
い
た
“
地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
”
が
、再
び
脚
光
を

浴
び
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う
し
た
互
助
・
共
助
の
考
え

方
に
よ
る
、未
来
に
向
け
た
新
し
い
“
地
域
づ
く
り
”
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、市
民
参
加
の
「
地
域
げ
ん
き
未
来
塾
」（
地

域
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
講
し
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
語
ろ
う
！
絆
で
つ
な
ご
う
！

「
地
域
げ
ん
き
未
来
塾
」

◉
な
ぜ
未
来
塾
を
開
催
す
る
の
？

　
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
行
政
が
直
接
的
に
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
も
、
効
果
が
上
が
ら

な
い
ケ
ー
ス
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
対
応
で
き
な
い
諸
問
題
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
行
政
よ
り
も
地
域
の

自
主
防
災
組
織
等
の
互
助
・
共
助

の
仕
組
み
が
即
効
的
で
機
動
性
に

優
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
東
日
本
大
震

災
の
避
難
所
に
お
い
て
は
、
震
災

前
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー

金
山
地
域
・
馬
瀬
地
域
で
は
、

金
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
馬

瀬
地
方
自
然
公
園
づ
く
り
委
員

会
の
活
動
を
支
援
し
、
協
力
し

な
が
ら
進
め
ま
す
。

ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
地
域
の

力
（
＝
市
民
の
力
）」
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民

が
ま
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
地
域
別
に
開
講
し
ま
す

　
未
来
塾
は
、
旧
町
村
地
域
を
単

位
に
開
催
し
ま
す
。
下
呂
市
の
面

積
は
広
く
、
歴
史
や
地
域
特
性
、

課
題
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
市

全
体
の
発
展
の
た
め
に
は
、
そ
う

し
た
個
性
を
無
視
し
て
、
ひ
と
く

く
り
に
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
活
か
し
、
も
っ
と
も
適
し
た
手

法
を
考
え
実
行
す
る
こ
と
が
地
域

を
元
気
に
し
、
元
気
な
下
呂
市
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
未
来
塾
の
成
果
は
？

　
未
来
塾
で
は
、
話
し
合
っ
た
成

果
の
取
り
扱
い
を
決
め
て
い
ま
せ

ん
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
決
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
互
助
・
共
助

の
考
え
方
か
ら
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
カ
タ
チ

に
し
て
い
く
の
で
す
。

地域げんき未来塾　スケジュール

※●印は開講予定です。全体フォーラムは、５地域全部が参加した情報交流会です。

２４年度 ２５年度
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

萩原 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小坂 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

下呂 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
金山 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
馬瀬 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
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地域防災計画修正案を協議
〜５/24　下呂市防災会議を開催〜

　
小
坂
地
域
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
災
訓
練
に
、
住
民
１
２
０
０
人
が
参
加

　

今
年
の
３
月
22
日
に
小
坂
地
域

に
対
し
て
、
土
砂
災
害
予
防
法
に

基
づ
く
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒

区
域
指
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
雨
の
シ
ー
ズ
ン
に
突

入
し
、
土
砂
災
害
に
注
意
が
必
要

な
時
期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

市
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
避
難
訓
練

を
実
施
し
た
も
の
で
す
。　

   

住
民
、
約
１
２
０
０
人
が
参
加

し
た
訓
練
で
は
、
同
報
無
線
の
放

送
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
指
定
さ
れ
た
避
難
経
路
を
確
認

し
な
が
ら
避
難
所
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
各
区
長
や
班
長
・
市

職
員
に
よ
っ
て
、
再
度
危
険
箇
所

や
避
難
経
路
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
図
上
で
は

わ
か
り
に
く
い
避
難
に
係
る
時
間

や
経
路
の
確
認
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」、「
夜
間
、
雨
降
り
を
考
え
る

と
、
照
明
や
避
難
誘
導
な
ど
の
対

応
が
必
要
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

今
後
の
防
災
対
策
の
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
【
総
務
部　
防
災
情
報
課
】

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
訓
練

　防災会議は国・県の機関、公共機関、医師会長、連合
自治会長、消防団長など市長が委嘱した 18 名のメンバー
で構成されています。
　今回は、岐阜県地域防災計画が改定されたことと、東
日本大震災が発生したことを受け、これまでの防災体制・
対策を見直す必要があることから開催されたものです。
　会議では、委嘱状交付のあと、市民の皆さんに下呂市
地域防災計画をより身近に捉えてもらうにはどうしたら
いいかなどが話し合われました。
　この防災会議での意見を反映し、10 月頃に下呂市地
域防災計画の改訂版が公表されます。
　　　　　　　　　　　　　　　【総務部　防災情報課】

災害情報の緊急速報メール
　ａｕ，ソフトバンクでも
　「緊急速報メール」サービスは災害時の警報や
避難情報などの緊急速報を携帯電話のメール機能
を使って伝えるサービスです。
　下呂市では平成 24 年 3 月からＮＴＴドコモと
提携して運用を開始していましたが、新たに 7 月
1 日からａｕ、ソフトバンクとも提携して運用が
始まります。
　緊急速報メールはメールアドレスを使用せず、
ラジオやテレビ電波のような形でエリア（下呂市
内）に配信します。携帯電話の利用者は申込み、
利用料金は不用です。

【下呂市から配信する緊急情報】
〇災害情報～避難情報、洪水情報、
　土砂災害警戒情報
〇国民保護関係～東海地震予知情報、
　弾道ミサイル情報などの国民保護に関する情報
　　　　　　　　　　　　【総務部　防災情報課】

６
／
３

7/1～

夏の交通安全県民運動　7 月 11 日（水）～ 7 月 20 日（金）
　　　　　　ゆずりあう心で　夏の交通事故防止

大島区長らによる避難経路の確認作業

小坂町避難所の様子

防災会議の様子


